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千代田区教育委員会

緑いっぱい 思い出いっぱい（箱根高原学校 昌平小）

仙石原の自然の中で、おいしい空気を

胸いっばい吸い込みました。

明日の登山はがんばるぞ

＊教育広報「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。



平成 14年度から区立小・中学校で使用する
教科書が決まりました

区立の小・中学校で使う教科書については、これまで東京都教育

委員会が採択していましたが、都区制度改革の実現により、昨年度か

ら、千代田区の教育委員会が教科書を採択する事になりました。

今年は平成 14年度から使用する教科書を採択する年になってお

り、千代田区教育委員会において、小 ・中学校の全ての種目 （教科

書の種類）ごとに検討しました。

採択した教科書は下記のとおりです。

なお、今回採択した教科書は、小学校は 3年間、中学校は 4年間

使用します。

【問合せ］ 教育委員会指導室

区立小学校使用教科書
国語（光村図書出版）

写書 （光村図書出版）

社会（東京書籍）

地図（帝国書院）

算数（東京書籍）

理科（東京書籍）

生活（東京書籍）

音楽 （教育芸術社）

図エ（東京書籍）

家庭 （開隆堂出版）

保健 （学習研究社）

区立中学校使用教科書
国語 （東京書籍）

写書 （教育出版）

社会・地理的分野（帝国書院）

社会・歴史的分野（東京書籍）

社会 ・公民的分野（東京書籍）

社会・地図 （帝国書院）

数学 （東京書籍）

理科•第 1 分野 （学校図書）

理科•第 2 分野（学校図書）

音楽・ 一般 （教育芸術社）

音楽・器楽（教育芸術社）

美術（日本文教出版）

保健体育 （学習研究社）

技術 ・家庭（東京書籍）

英語 （東京書籍）

◆
区
立
幼
稚
園
や
学
校
等
、
公
共
建
築
物

で
は

学
校
や
住
ま
い
の
新
築
や
改
築
等
を
き
っ
か

け
に
、
建
材
や
家
具
な
ど
に
含
ま
れ
る
化
学
物

か
が
く
ぷ
っ
し
つ
か
ぴ
ん
し
ょ
う

質
が
引
き
起
こ
す
化
学
物
質
過
敏
症
で
す
。

健
康
上
、
特
に
問
題
の
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、

建
造
物
か
ら
発
生
す
る
化
学
物
質
で
健
康
を
害

し
た
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も

代表的化学物質とその使用材料

し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

◆
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
と
は

が
、
発
生
す
る
化
学
物
質
で
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

を
悪
化
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
具
体
的
な
症
状

〇
急
な
頭
痛
、
吐
き
気

〇
恥
血

ひ
ふ
え
ん

〇
ア
レ
ル
ギ
ー
性
皮
府
炎
の
悪
化

ひ

ふ

え

ん

し

ょ

う

か

い

よ

う

〇
皮
内
の
炎
症
、
潰
瘍
な
ど
で
す
。

公
共
建
築
物
の
建
設
を
担
当
す
る
総
務
部
営

繕
課
で
は
、
「
健
康
被
害
を
招
く
建
材
の
使
用
抑

制
の
手
引
き
」
を
作
成
し
、
設
計

・
施
工
の
各

き

は

つ

せ

い

ゆ

う

き

か

段
階
で
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
や
揮
発
性
有
機
化

ご
う
ぶ
つ

合
物
等
の
使
用
を
極
力
抑
制
す
る
よ
う
努
力
し
、

「
利
用
者
の
健
康
に
配
慮
し
、
安
心
し
て
利
用
で

き
る
施
設
」
づ
く
り
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
新
た
な
環
境
衛
生
問
題
解

が
っ
こ
う
や
く
ざ
い
し
か
い

決
の
た
め
東
京
都
学
校
薬
剤
師
会
や
東
京
都
教

育
委
員
会
に
お
い
て
学
校
薬
剤
師
に
対
す
る
研

修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
区
に
お
い
て
も

幼
稚
園
や
小
中
学
校
の
園
長
・
校
長
並
び
に
保

健
主
任
等
の
教
諭
に
対
し
て
情
報
提
供
や
研
修

か
が
く
ぶ
っ
し
つ
か
び
ん
し
ょ
う

会
を
開
催
し
、
化
学
物
質
過
敏
症
の
児
童
生
徒

や
そ
の
保
護
者
の
訴
え
に
対
し
、
正
し
い
理
解

と
適
切
な
対
応
を
指
示
し
て
い
ま
す
。

現
段
階
に
お
い
て
は
、
「
換
気
」
が
重
要
な
予

防
策
で
す
。
木
造
で
風
通
し
の
よ
い
家
に
比
べ
、

き
み
つ
せ
い

マ
ン
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
気
密
性
の
高
い
部
屋
で

は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
暖
房
時

よ
う
ざ
い

は
、
溶
剤
の
蒸
発
品
が
増
加
す
る
の
で
、
ま
め

な
換
気
が
必
要
で
す
。

冷
暖
房
時
に
部
屋
を
閉
め
切
る
場
合
は
、
吸

気
口
と
換
気
扇
が
有
効
で
す
。
吸
気
口
と
換
気

扇
は
離
れ
た
位
置
に
設
け
、
吸
気
は
自
然
空
気

を
取
り
入
れ
る
と
よ
り
効
果
的
で
す
。

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
・
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

◆
予
防
策

化学物質の名称 主な用途 具体的材料名

ホルムアルデヒド
合板などの接着剤として利用されている。 合板 ・パーティク ルポー ド・グラスウ ール（断熱材） ・フローリング ・ビニ

発ガン性物質 ール壁紙

トルエン 接着剤や塗科の溶剤 （葎搭社藩前） 油性ニス ・木工ポン ド・ ポリウ レタン、エマルジョン接苅剤

キシレン 接箔剤や塗科の溶剤 （紺搭在諺紺） アルキ ド椅脂壼宥 ．アクリル椅脂畜科：

ペンゼン 接滸剤や塗科の溶剤（紺搭社麓昴i)

木材保存材 土台などの木材の防腐剤用
木材保存材 （現楊処理 ・薬剤注入）ただし、加圧注入、没透処理した ものの

放散森はきわめて少ない。

奇臼科i 材料を柔らかくする薬剤 クロス、フローリングなどの加工に利用 されている。

蒻贔科i
シロアリ駆除のための木材処理や土壌処理に

肪仙i（現場処理 ・薬剤注入）使用されている。

（参考 匝生労働省「シックハウスに関する検討会報告」）
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史
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光
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千
代
田
区
教
育
委
員
会
教
育
長

若

林

尚

夫

教
育
委
員
紹
介

高
崎
謙
作
教
育
長
の
退
任
に
よ
り
、
平
成

13
年
7
月
17
日
付
け
で
教
育
委
員
会
は
左
記

の
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

千
代
田
区
に
お
け
る
数
々
の
教
育
課
題
に

一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
教
育
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
若
林
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
保
護
者
を
は
じ
め
地
域

の
関
係
団
体
の
皆
様
に
は
、
教
育
の
発

た
ま
わ

展

・
充
実
に
対
す
る
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
は
、
経
済
・
社
会
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子
高
齢
化
、
科
学

技
術
の
急
速
な
発
展
と
高
度
情
報
化
の

進
展
な
ど
、
大
き
な
社
会
の
変
革
期
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

教
育
長
就
任
の
こ
あ
い
さ
つ

一
方
、
学
校
で
は
、
い
じ
め
、
不
登

校
、
学
級
の
荒
れ
な
ど
が
深
刻
化
し
、

か
つ
、
学
校
の
安
全
管
理
ま
で
も
が

お
ぴ
や

脅
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
急
激
な
社
会
の
変
化
の

中
で
、
平
成
1
4
年
度
か
ら
、
学
校
完
全

週

5
日
制
や
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施

な
ど
、
教
育
環
境
に
お
い
て
も
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
社
会
の
時
代
を
迎

え
、
学
校
教
育
の
役
割
と
多
様
な
学
習

機
会
の
提
供
等
、
教
育
行
政
へ
の
需
要

は
、
益
々
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
は
、
「
教
育
改
革
国
民
会
議
」
の

最
終
報
告
を
踏
ま
え
、
昨
年
1
2
月
、
教

育
改
革
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
や
法

律
改
正
を
実
施
し
ま
し
た
。
改
革
の
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

激
動
の
社
会
に
「
生
き
る
力
」
を
、
子

ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
育
成
す
る
か

と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
区
で
は
、
第

三
次
長
期
総
合
計
画
を
策
定
中
で
あ
り

ま
す
が
、
現
状
の
千
代
田
区
の
特
性
を

維
持

•

発
展
さ
せ
、
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
と
と
も
に
、
誰
も
が
住
み
た
い
と
思

え
る
新
た
な
「
都
心
の
魅
力
」
を
創
出

し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

教
育
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の

創
造
性
や
個
性
を
伸
ば
し
、
次
代
を
担

う
主
体
性
の
あ
る
人
材
を
育
て
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
特
色
あ
る
教
育

内
容
を
充
実
し
、
歴
史
と
伝
統
に
培
わ

れ
た
本
区
の
教
育
の
魅
力
を
よ
り

一
層

高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
持
っ
た
人
々
が
、
生
涯
を
通

じ
て
、
自
主
的
な
学
習

・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
社
会
参
加
の
で
き
る
機

会
を
充
実
し
、
生
涯
に
わ
た
り
充
実
し

た
生
活
と
活
動
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
後
と
も
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社

会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

•

特
性
を
生
か

し
、
相
互
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
本
区
の
独
自
性
及
び
独
創
性
の
あ

る
施
策
を
展
開
し
て
、
学
校
教
育
及
び

生
涯
学
習
の
充
実

•

発
展
に
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら

お
願
い
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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二

※陶芸用電気炉

九段社会教育 会 館 施 設 案 内二
r疋ら 面 施設使用料（円）

員 積 午前午後夜 間
多目的

階 ニrュ上丘 名 使 用 内 容 トイレ

＾ ^  m 2 
(9時～ （1時～ （6時～人 設置階

ヽ ヽ 12時） 5時） 9時）

6 
レクリエーション

100 163 
楽器瀬奏、コーラス、ダンスなどの練習会場。放送

1,600 2,100 2,600 

゜
ホ ル 設備を備えたホールで、床は板張り 、ピアノ設置

音楽視聴覚室 60 126 
映画、音楽鑑賞、楽器演奏、コーラス等の練習会

1,300 1,400 1,800 
場。ピアノ設置

多 目 的室 35 70 
演劇、コーラス、ダンスなどの練習、音楽活動も

1,000 1,100 1,400 5 可能。床は板張り、ピアノ設置

第 5集会室 10 14 400 500 600 

第 6集会室 12 14 
グループ学習活動の会場

400 500 600 

実 刃白 宝二tニ 40 133 
陶芸、七宝焼、木彫、染色、手芸などの実習会場

1,400 1,900 2,400 
※電気炉、工作台あり

第 1集会室 24 46 
グループ学習活動の会場

800 1,000 1,200 
4 第 2集会室 12 19 400 500 600 

＊第3、第4菓会室は、スライデイングドアを開けば、
＊第 3集会室 12 14 一部屋として利用できます。 400 500 600 

＊第 4集会室 12 14 400 500 600 

第 1学習室 45 83 
講座、学習活動の会場

1,000 1,300 1,600 

第 2学習室 15 27 500 600 700 

3 和 室 （大） 32 74 和裁、着付けなどの実習会場 姿見あり 800 1,000 1,200 

゜託児室兼和室（小） 16 37 和室（大） 30畳和室（小） 16畳 500 600 700 

2 九段ギャラリー 50 145 作品等発表（展示）会場 団体（貸し切り）全日2,000

゜1 事務室 インフォメーションコーナー

゜素焼き 1回あたり 2,000円 本焼き 1回あたり 3,500円

神保町→

改
修
工
事
の
た
め
閉
館
し
て
い
た

九
段
社
会
教
育
会
館
が
、

8
月
21
日

（
火
）
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

社
会
教
育
会
館
は
、
自
主
的
か
つ

継
続
的
な
学
習
活
動
を
目
的
と
し
た

サ
ー
ク
ル
等
の
行
う
、
学
習
・
集

会

・
研
究
・

実
習
等
の
場
と
し
て
、

区
民
の
皆
さ
ま
や
在
勤
・
在
学
の

方
々
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、

生

涯
学
習

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
利
用
者

層
の
拡
大
と
併
せ
て
、
設
備
機
能
の

低
下
が
目
立
ち
、
施
設
改
修
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

改
修
工
事
は
、
ど
な
た
に
も
使
い

や
す
い
よ
う
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
、
い
っ
と
き
保
育
の
た
め
の

託
児
室
を
設
け
る
な
ど
、
設
備
機
能

の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

談
話
室
(

2

階
）
を
整
備
し
、
作
品
等
の
発

表
（
展
示
）
会
場
と
し
て
利
用
で
き
る
九
段
ギ

ャ
ラ
リ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

新
た
に
第
2
学
習
室

(

3

階
）
、
第
6
集
会
室

(

5

階
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

社
会
教
育
会
館

ど
な
た
に
も
施
設
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

託
児
室
兼
和
室
と
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
や
ベ
ビ
ー

キ
ー
プ
を
備
え
、

車
い
す
で
の
利
用
も
出
来
る

多
目
的
ト
イ
レ
を
設
骰
し
ま
し
た
。

ま
た
、
階
段
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
点
字
案
内

等
を
設
置
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
を
取
り
入

れ、

一
層
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

九
段
会
館

首

都

高

速

千
代
田
区
役
所

竹橋→

地下鉄九段下駅下車
6番出口より徒歩0分

九段社会教育会館の利用申込み・問合せ

生涯学習振興課

電話 3234-2841 

5階

皐

広くなった音楽視聴覚室

講座やイベント情報などがたくさん掲示されている
インフ ォメーションコーナー(1階）

第
2
学
習
室
・
第
6
集
会
室
の
新
設

2階

3階

九段ギャラリー

誕
生
「
九
段
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

多
目
的
ト
イ
レ
、
託
児
室
の
新
設

rJ
H
↑
 新

し
く
な
っ
た
九
段

室兼

＼

和

室児t
 

菩
口

多目的トイレ （ベビーシートは普段たたまれています）

4
 



波があるとおもしろいね（富士見小）

金太郎に負けないわんばくです

金時山山頂にて（昌平小）

コンビュータを操作し、本を貸し出しました

夏

休

み

の

思

い

出

遠泳のかけ声“エーンヤコーラ ！” が

保田の湾内に響く(-橋中）

I 

（今川中 ）

“ーベマニ叱‘..:.^;::.  •一・一三一
彙 籠 の 塔 山 頂 で 笑 み が こ ぽ れ ま し た

私

が

初

め

て

足

を

踏

み

入

れ

た

異

国

の

地

は

、

香

港

で

し

た

。

そ

こ

は

ま

る

で

日

本

と

違

い

ま

し

た

。

何

と

言

お

う

か

、

と

に

か

く

全

て

が

強

烈

な

の

で

す

。

広

東

人

は

声

が

大

き

く

て

さ

わ

が

し

い

で

す

。

街

の

あ

ち

こ

ち

に

豚

の

足

や

ダ

ッ

ク

が

ぶ

ら

下

が

っ

て

い

ま

す

。

タ

ク

シ

ー

や

バ

ス

の

運

転

は

と

て

も

雑

で

す

。

な

ど

な

ど

書

き

出

せ

ば

キ

リ

が

な

い

程

の

こ

と

に

私

は

驚

き

、

理

解

に

苦

し

み

ま

し

た

。

で

も

、

今

そ

れ

ら

の

悪

印

象

を

こ

う

言

い

直

す

こ

と

が

で

き

ま

す

。

広

東

人

は

活

気

に

満

ち

て

い

る

。

街

は

と

て

も

開

放

的

。

豪

快

で

生

き

が

い

い

。

香

港

っ

て

そ

ん

な

素

晴

ら

し

い

国

（

地

域

）

な

ん

だ

と

4
年

半

暮

ら

し

た

結

果

思

え

る

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

し

た

。

そ

ん

な

私

自

身

の

気

持

ち

の

変

化

は

、

”

文

化

の

違

い

“

を

理

解

で

き

た

表

れ

で

は

な

い

か

と

思

い

ま

す

。

私

が

そ

の

違

い

を

理

解

で

き

た

の

は

、

日

々

の

新

し

い

発

見

や

経

験

に

よ

る

感

動

の

つ

み

重

ね

だ

と

思

い

ま

す

。

私

は

日

本

人

学

校

だ

っ

た

の

で

英

語

も

広

東

語

も

話

せ

ま

せ

ん

。

だ

か

ら

と

言

っ

て

は

な

ん

で

す

が

、

片

言

で

も

自

分

の

言

い

た

い

こ

と

が

相

手

に

伝

わ

っ

た

時

、

計

り

知

れ

な

い

満

足

感

を

味

わ

っ

た

の

を

覚

え

て

い

ま

す

。

例

え

ば

、

学

校

行

事

の

中

に

、

交

流

会

が

あ

り

ま

し

た

。

初

め

の

う

ち

は

皆

照

れ

て

い

る

け

ど

、

段

々

不

思

議

と

と

け

合

い

、

言

葉

は

通

じ

な

く

て

も

友

達

に

な

れ

た

気

が

し

ま

し

た

。

そ

の

他

、

い

ろ

い

ろ

な

小

さ

な

思

い

出

が

あ

り

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

ほ

ん

の

さ

さ

い

な

交

流

で

も

、

私

に

と

っ

て

は

大

き

な

喜

び

で

し

た

。

日

本

に

帰

国

し

た

今

、

自

分

は

こ

の

よ

う

な

体

験

が

で

き

て

恵

ま

れ

て

い

た

ん

だ

と

思

い

ま

し

た

。

日

本

人

は

違

い

を

認

め

る

と

い

う

こ

と

を

あ

ま

り

せ

ず

、

少

し

他

と

違

っ

て

い

る

と

差

別

し

た

り

す

る

の

で

、

も

っ

と

大

勢

の

人

が

国

際

交

流

を

通

じ

て

違

い

を

認

め

合

え

た

時

の

素

晴

ら

し

さ

を

感

じ

て

欲

し

い

と

思

い

ま

す

。

違

い

を

認

め

る

こ

と

が

で

き

れ

ば

、

知

ら

な

い

も

の

や

嫌

だ

っ

た

も

の

も

好

き

に

な

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

国

際

交

流

と

は

そ

う

い

う

も

の

だ

と

私

は

思

い

ま

し

た

。

゜
7
月

の

東

京

都

中

学

校

選

手

権

大

会

の

女

子

〇

な
か
や
ま

0
mメ
ド

レ

ー

リ

レ

ー

で

、

わ

が

チ

ー

ム

（

中

山

4
 

か

お

り

き

え

だ

ひ

さ

み

ほ

っ

た

あ

さ

み

香

織

さ

ん

、

木

枝

久

実

さ

ん

、

堀

田

亜

沙

美

お

お

や

み

き

あ

お

き

ゆ

い

さ

ん

、

大

宅

美

希

さ

ん

、

青

木

唯

さ

ん

）

は

、

4
分

49秒

00で
標

準

記

録

を

突

破

し

、

念

願

の

全

国

大

会

出

場

権

を

獲

得

し

た

。

ま

た

、

個

人

種

目

で

は

、

男

子

鴎

m平
泳

ぎ

で

、

遠

藤

千

賀

英

さ

ん

が

2
分

37秒

24で
関

東

大

会

出

場

が

決

定

し

た

。

全

国

大

会

は

8
月

21日
（

火

）

1
23日

＿
日
図
書
館
員
を
体
験
し
て

九
段
中
学
校

か

も

い

ゆ

み

鴨

井

祐

未

「
違
い
を
認
め
あ
う
」

一

日

図

書

館

員

(
7
/
25、

31、

8
/
20、

23
)
が

千

代

田

図

書

館

で

開

催

さ

れ

、

今

年

も

多

く

の

小

学

生

が

参

加

し

ま

し

た

。

「

心

が

ド

キ

ド

キ

し

た

。

「

あ

り

が

と

う

」

と

言

わ

れ

て

と

て

も

う

れ

し

か

っ

た

。

」

は

カ

ウ

ン

タ

ー

で

お

客

さ

ん

と

接

し

た

と

き

の

感

想

、

「

す

ぐ

見

つ

か

る

と

楽

し

い

け

ど

、

見

つ

か

ら

な

い

と

あ

せ

っ

て

し

ま

う

、

ち

ょ

っ

と

む

ず

か

し

い

」

と

い

う

の

は

本

の

探

し

方

の

練

習

の

と

き

の

声

、

ま

た

、

「

本

は

き

ち

ん

と

元

の

場

所

に

戻

さ

な

い

と

い

け

な

い

な

」

と

い

う

声

も

聞

か

れ

関

係

者

は

頼

も

し

い

「

図

書

館

員

」

に

励

ま

さ

れ

る

場

面

も

。

来

年

も

参

加

し

た

い

と

い

う

声

が

聞

か

れ

、

和

や

か

な

雰

囲

気

の

中

、

一

日

図

書

館

員

は

終

了

し

ま

し

た

。

写真左手より後列

前列
遠藤さん

堀田さん

木枝さん

中山さん

国
連
大
学
子
ど
も
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞
受
賞
お
め
で
と
う

九

段

中

学

校

三

年

生

の

鴨

井

祐

未

さ

ん

が

「

国

連

大

学

子

ど

も

作

文

コ

ン

テ

ス

ト

」

（

主

催

国

連

大

学

、

後

援

朝

日

新

聞

社

な

ど

）

中

学

生

の

部

で

最

優

秀

賞

を

受

賞

し

ま

し

た

。

な

お

、

こ

の

作

品

は

8
月

5
日

付

朝

日

新

聞

朝

刊

に

掲

載

さ

れ

ま

し

た

。

゜

青木さん

大宅さん

大
会
本
番
で
チ
ー
ム
ベ
ス
ト
、

自
己
ベ
ス
ト
を
記
録
！

＿
橋
中
学
校
水
泳
部

全
国
大
会
・
関
東
大
会
で

大
健
闘

道徳 授 業地区公開講座 開催予定

10月6日 （土）午前9:25~ ー、．

麹町中学校 （平河町2-5-1) お 3263-4321

10月19日 （金）午後1:45~ 

昌平小学校 （外神田347) 含 3251-0448

10月22日 （月）午前8:35~

九段中学校 （富士見1-1-6) お 3263-2091

10月26日 （金）午後1:40~

和泉小学 校 （神田和泉町 1) 含 3866-3939

11月1日 （木）午後1:40~ 

九段小学校 （三番町16-1) 名 3263-0564

区

で

は

、

東

京

都

教

育

委

員

会

と

共

催

し

て

道

徳

授

業

地

区

公

開

講

座

を

年

9
回

開

催

し

ま

す

。

こ

の

講

座

は

、

学

校

関

係

者

と

保

護

者

・

地

域

の

方

々

を

は

じ

め

広

く

区

民

の

皆

様

に

道

徳

の

授

業

を

参

観

し

て

い

た

だ

き

、

学

校

に

お

け

る

道

徳

教

育

の

あ

り

方

や

家

庭

・

地

域

社

会

に

お

け

る

心

の

教

育

の

あ

り

方

、

連

携

に

つ

い

て

相

互

の

理

解

を

深

め

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

い

ま

す

。

皆

様

の

参

加

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

（

事

前

の

申

込

み

等

は

必

要

あ

り

ま

せ

ん

。

会

場

に

直

接

お

越

し

く

だ

さ

い

。

）

平
成
13
年
度
第

2
学
期

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
の
こ
案
内

中

根

秀

文

一

橋

中

学

校

水

泳

部

顧

問

（

木

）

の

3
日

間

、

鳥

取

県

米

子

市

東

山

水

泳

場

で

、

関

東

大

会

は

、

8
月

10日

（

金

）

1
1
2日

（

日

）

栃

木

県

小

山

市

の

県

立

温

水

プ

ー

ル

館

で

行

わ

れ

た

。

メ

ド

レ

ー

チ

ー

ム

は

、

日

頃

全

員

が

そ

ろ

っ

て

練

習

す

る

事

は

少

な

く

、

出

場

が

決

定

し

て

か

ら

は

、

リ

レ

ー

と

い

う

チ

ー

ム

ワ

ー

ク

が

大

切

な

競

技

だ

け

に

、

自

己

の

体

調

管

理

は

も

と

よ

り

、

責

任

を

感

じ

、

予

選

か

ら

出

発

ま

で

緊

張

の

夏

休

み

を

過

ご

し

て

き

た

よ

う

だ

。

出

発

当

日

、

台

風

11号
の

影

響

が

心

配

さ

れ

る

中

、

学

校

で

水

泳

部

の

練

習

に

参

加

、

全

員

そ

ろ

っ

て

の

引

継

練

習

を

行

い

、

米

子

へ

と

向

か

っ

た

。

8
月

21日

（

火

）

正

午

、

開

会

式

が

行

わ

れ

た

頃

か

ら

、

台

風

の

影

響

で

激

し

い

雨

が

降

り

出

す

と

い

う

コ

ン

デ

ィ

シ

ョ

ン

の

悪

い

中

、

予

選

が

始

ま

っ

た

。

さ

す

が

全

国

大

会

、

ど

の

チ

ー

ム

も

力

強

く

、

美

し

い

フ

ォ

ー

ム

で

泳

ぐ

選

手

ば

か

り

で

あ

る

。

結

果

は

4
分

45秒

92と

、

都

の

予

選

よ

り

3
秒

も

縮

め

た

ベ

ス

ト

タ

イ

ム

を

出

し

た

。

残

念

な

が

ら

決

勝

に

は

進

出

で

き

な

か

っ

た

が

、

38チ
ー

ム

中

、

31位
か

ら

17位
と

健

闘

し

、

満

足

で

き

る

結

果

と

な

っ

た

。

関

東

大

会

出

場

の

遠

藤

さ

ん

も

2
分

36秒

74の
自

己

ベ

ス

ト

で

15

位

と

笑

顔

の

結

果

が

得

ら

れ

た

。

選

手

た

ち

は

、

次

の

大

会

め

ざ

し

練

習

し

て

い

る

が

、

一

橋

中

学

校

で

、

こ

の

選

手

た

ち

を

め

ざ

す

水

泳

部

員

に

も

大

き

な

目

標

と

な

っ

た

こ

と

だ

ろ

う

。

7
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新
世
紀
が
始
動
し
ま
し
た
。
高
度

情
報
化
社
会
の
動
き
は

一
段
と
加
速

度
を
増
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー

夕

―
つ
取
り
上
げ
て
も
、
社
会
か
ら

し
ん
と
う
ど

各
家
庭
ま
で
、
そ
の
浸
透
度
は
実
に
多

方
面
で
、
細
部
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。
今
や
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
敬
遠
し
た
ら
生
活
す
る
こ
と

あ
や

さ
え
危
う
い
状
況
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
元
号
が
平
成
に
改
ま
っ
て
十
三

年
目
。
こ
れ
は
、
平
成
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が

小
学
校
を
卒
業
す
る
時
間
の
経
過
を
示
し
ま
す
。

あ
わ

毎
日
の
生
活
の
慌
た
だ
し
さ
の
中
で
は
あ
ま
り

実
感
で
き
ま
せ
ん
が
、
ふ
と
考
え
る
と
、
何
だか

ん

か
、
昭
和
の
時
代
が
遠
の
い
た
感
じ
で
や
や
感

し
ょ
う
て
き

傷
的
な
気
分
に
も
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
急
に
浮
か
ん
で
き
た
自
分
の
腕
白

期
の
出
来
事
が
あ
り
ま
す
。
お
よ
そ
五
十
年
程

前
の
東
京
の
下
町
、
そ
れ
も
東
京
湾
の
潮
の
香

り
が
す
る
街
で
の
こ
と
で
す
。
今
夏
の
よ
う
な

暑
い
夏
の
日
で
し
た
。
当
時
の
ガ
キ
大
将
に

「
明
日
、
五
円
持
っ
て
こ
こ
に
集
ま
れ
。
海
に
行

く
ぞ
。
家
の
人
に
絶
対
内
緒
だ
。
」
と
告
げ
ら
れ

ま
し
た
。
親
に
内
緒
、
な
か
よ
し
の
仲
間
、
諒

敬
す
る

（？
）
ガ
キ
大
将
、
魅
力
的
な
遊
び
場
で

す
。
そ
の
ス
リ
ル
感
と
楽
し
み
で
前
の
晩
の
興

奮
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。

翌
日
の
約
束
の
時
間
に
集
ま
っ
た
の
は
、
十

二
、
一二
人
。
炎
天
下
を
歩
い
て
お
よ
そ

一
時
間

ぐ
ら
い
で
目
的
地
の
東
京
湾
の
海
に
到
着
。
今

で
は
臨
海
副
都
心
の
埋
め
立
て
地
と
化
し
て
い

ま
す
が
、
当
時
は
遠
浅
の
海
。
海
岸
の
茂
み
に

’ 

中
の

‘‘,' 

洋
服
を
置
き
、
素
っ
裸
の
海
水
浴
で
す
。
プ
ー

ル
の
無
い
時
代
で
、
犬
か
き
程
度
の
泳
力
し
か

な
い
者
が
大
半
で
し
た
。
ガ
キ
大
将
の
泳
ぎ
の

み

ほ

見
事
さ
に
見
惚
れ
、
い
ざ
と
い
う
時
は
助
け
て

も
ら
え
る

（？
）
安
心
感
の
中
で
存
分
に
水
遊
び

を
楽
し
み
ま
し
た
。

い
い
加
減
疲
れ
た
頃
に
帰
り
の
召
集
で
す
。

ぬ濡
れ
た
身
体
を
乾
か
し
、
服
を
着
て
、
家
路
に

向
か
い
ま
す
。
こ
こ
で
用
意
し
た
お
金
の
効
果

発
揮
で
す
。
疲
れ
た
身
体
で
の

一
時
間
近
く
の

帰
り
道
は
し
ん
ど
い
も
の
で
す
が
、
当
時
の
唯

一
の
交
通
手
段
の
バ
ス
の
停
留
所
が
歩
い
て
十

分
程
度
の
所
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
乗
車
賃
が
そ

れ
で
す
。
始
発
の
バ
ス
を
待
ち
、
座
っ
て
帰
る

の
で
す
。
今
か
ら
考
え
て
も
、
彼
の
計
算
さ
れ

た
生
活
の
知
恵
に
は
感
心
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
す
。

人
が
お
金
を
落
と
し
た
こ
と
に
気
づ
き
、

く
わ
は
ら
と
し
お

千
代
田
区
立
小
学
校
長
会
長

想随

き
ょ
う
い
く

泣
き
出
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
彼
の
怖
さ
。
大

声
で
怒
り
、
殴
り
つ
け
ま
し
た
。
「
何
と
ひ
ど
い

い
さ
ど
お

こ
と
を
す
る
ん
だ
」
と
憤
り
さ
え
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
次
の
彼
の
行
為
に
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
自
分
の
な
け
な
し
の
お
金
を
そ
の
子
に

さ
っ
と
握
ら
せ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
は

さ
っ
さ
と
歩
き
出
し
ま
し
た
。
バ
ス
が
発
車
す

る
と
乗
っ
て
い
る
私
達
に
元
気
に
手
を
振
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
何
だ
か
急
に
涙
が
出
て

き
て
、
彼
の
姿
が
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
っ
て
い

く
の
を
見
続
け
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

猛
暑
の
今
年
、
急
に
こ
の
事
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
地
域
に
は
、
こ
の
種

の
遊
び
の
名
人
、
肌
で
年
下
の
者
の
心
と
体
を

鍛
え
る
リ
ー
ダ
ー
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
生
活

の
知
恵
を
伝
授
す
る
ち
ょ
っ
と
年
の
離
れ
た
憧

れ
的
な
存
在
の
者
が
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

決
し
て
物
質
的
に
は
豊
か
で
は
無
か
っ
た
が
、

遊
び
を
創
造
・
エ
夫
す
る
楽
し
さ
、
仲
間
の
大

切
さ
を
体
験
的
に
教
え
て
く
れ
る
存
在
の
者
が

身
近
に
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

新
世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
共
生
」
「
共

助
」
の
心
は
こ
の
よ
う
な
環
境
や
体
験
を
通
し

っ
ち
か

て
無
理
な
く
培
わ
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
に
埋
没
し
が
ち
な

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
社
会
の
子
ど
も
に
は
ど
の
よ
う

な
環
境
で
、
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
っ
た

ら
よ
い
も
の
か
と
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
た

一
時
で
し
た
。

い
よ
い
よ
秋
が
深
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
年
の
夏
は
、
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
。

特
に

7
月
は
気
象
観
測
が
始
ま
っ
て
以
来
の
最

高
気
温
3
8
度
を
記
録
す
る
と
い
う
日
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た

8
月
に
は
、
水
不
足
を
受
け
て
取

水
制
限
も
あ
り
ま
し
た
。

と
り
で

気
象
観
測
と
い
え
ば
、
台
風
へ
の
砦
「
富
士

山
レ
ー
ダ
ー
」
が
3
0
余
年
に
及
ぶ
そ
の
役
割
を

気
象
衛
星
に
譲
り
、
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、

そ
の
気
象
衛
星
を
は
じ
め
様
々
な
人
工
衛
星
を

打
ち
上
げ
る
国
産
ロ
ケ
ッ
ト

H
2
A
が
そ
の
打

ち
上
げ
に
成
功
し
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を

予
感
さ
せ
て
い
ま
す
。

九
段
社
会
教
育
会
館
も
、
生
涯
学
習
社
会
に

対
応
す
べ
く
、
大
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
多
様

な
学
習
機
会
の
場
等
を
提
供
す
る
施
設
と
し
て
、

多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
会

館
全
体
が
見
直
さ
れ
、
様
々
な
箇
所
が
改
善
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想

・

ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

毅
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
五
十
一
号
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